
 

 

＊下記の太字のところを一緒に声を合わせましょう。 
＊座席（ざせき）とマスクはご自由（じゆう)にどうぞ。 
 

2024 年  ７月  ２８日 主日礼拝（10：15） 
司式：飯田 長老  奏楽：勝村  

 
 

≪神のみ前に近づく≫ 

前   奏  
 
序   詞（ヴォタム）        
 わたしたちの助けは、天と地を造られた神からきます。 

                                   アーメン。 

あいさつ                  

主イエス・キリストの恵みと、神の愛と、聖霊の

交わりが、あなたがたとともにありますように。     

そして、また、あなたとともにありますように。 

アーメン。 

讃 美 歌  ７－１節（ほめたたえよ、力強き主を） 

罪の告白  (声を張り上げないで共に祈ります) 

父なる神さま、７月の私たちひとり一人と教会
の歩みを守ってくださり心より感謝します。新し
い８月も心と体を大切にしながら、支え合って生
きて行けますように。各々の家族や友人、働きや
務めを支え、守ってください。祈り深く過ごせま
すように。み言葉と聖霊を与えてください。 
主よ、この時、特に平和のために祈ります。愚

かな戦争の歴史を繰り返すことなく、様々な課題
や問題を解決する方策や道を人類に示してくださ
い。あなたによるまことの平和を与えてください。 
 
「わたしの証人はあなたたち、わたしが 
選んだわたしの僕だ、と主は言われる。 
あなたたちはわたしを知り、信じ 
理解するであろう。わたしこそ主。」 

＊しばらく黙祷の時をもちます。  （イザヤ 43：10） 
 

主よ、私たちの心と体を生き返らせ、喜びで満た
してください。御名によって祈ります。アーメン。 

 

讃 美 歌  ３２（キリエ）＝座ったまま 

赦しの確認と保証 （司式者のみ） 

＊主の赦しと慰めの言葉をお聞きください。 
アーメン。  

讃 美 歌  １２７(み恵みあふれる） 

≪神のみ言葉の宣教≫ 

聖   書  
 詩編 45 編 １～14 節 （旧 p878～879） 
     これは神の言葉です。   
       神に感謝します。 
ヘブライ人の手紙 1 章８～14 節（新 p401～402） 

これはキリストの福音です 
主なるキリストを賛美します。 

み言葉を求める祈り（司式者） 

讃 美 歌  ４４６（主が手をとって起こせば） 

説 教  『詩編㊺ ― 愛の歌』 

祝福の祈り               武田真治 牧師 

≪神への応答≫ 

讃 美 歌  ５７３（光かかげよ、主のみ民よ） 

信仰告白  （使徒信条＝讃美歌 ９３-４-１）     

平和の挨拶  （握手せずその場から） 

献 金    奉仕者：三箇 

とりなしの祈り（司式者） 

主の祈り  ９３－５ ＝ともに祈りましょう 

報 告  

讃 美 歌  ２４－１節（主よ、わたしたちの主よ） 

祝   祷                    武田 真治 牧師 

後   奏  報告と退場   

受付：飯島 囊岡  礼拝：保坂長老   

 
 

◇本日の礼拝と集会 

・本日礼拝前に日曜学校の礼拝と分級､聖書輪読会と

求道者会を持ちます｡礼拝後､お茶の会と牧師と語

る会を持ち､その後､各委員会が予定されています。 
 
◇次週の礼拝と今後の予定、お知らせ 
・次週礼拝は｢平和聖日礼拝｣として献げます。礼拝
の中で｢聖餐式｣を持ち､『平和の祈り』を祈ります。
礼拝後に｢８月誕生者祝福｣を行います。 

・礼拝前に日曜学校の礼拝と分級､聖書輪読会と求道
者会を持ちます｡礼拝後､お茶の会と牧師と語る会
を持ち､その後､会堂管理委員会と長老会です。 

・８月11日(日)礼拝後｢壮年会主催親睦食事会｣。申

し込みは飯島さんまでどうぞ(4000円)。 

・今年の平和祈念集会はホール工事中につき持ちま

せん。平和聖日に併せます(社会委員会)。 

・武田牧師は11日壮年会食事会後、代務をしており

ます岩槻教会の長老会のため出張します。 

・８月12日～13日｢埼玉地区ユースキャンプ｣於：軽

井沢､参加費11000円｡参加希望の方は武田牧師迄 

・８月 15 日(木)地区主催｢平和を求める 8･15 集会｣

於:埼玉新生教会､午前10時30～12時。参加自由。 
 
◇上尾富士見幼稚園より 

・落下防止工事に入っています(８月24日迄)｡ホー

ルと玄関に足場が組み立てられました。気を付け

て出入りください。ご理解ご協力をお願いします。 
 
◇個人消息 
 
 
 
◇牧師予定  ･31日祈会 １日祈会 2日通院 ３日掃除 
＜武田より＞・東さんは長く胸の病と闘っておられまし 
たが急なことでした。ご遺族の上に主の慰めを祈ります。 
ご本人ご遺族の希望で家族葬の場合、緊急電話連絡は控え 
『週報』で告知します。ご理解してあげてください。 


